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鰓 蓋 皮 膚 の 特 殊 牲 に 就 い て （2）
’）

波 磨 忠 雄 TADAo 　HAMA

東 京 帝 國 大 學 理 學 部 動 物 學 教 室

　　　　　　　　　　　　　　　 1　 緒　　　　 論

　蝌蚪の 前肢を豫 め除去せ る際に もJ 徇 ， 變態に 際 して 鰓蓋 後 部 に 穿孔 が 起 る 事 を BRAus

｛
’06）が見て よ 臼共の 原因に 闢 して色 々 の 論が現 は れ たが 未だ 一究 した 設 が 無 い 。皀防 其の

原 因 を退化鰓 よ り分泌 諏 る物質に 求め る もσ） （H ・．LFF ，　
’．q．6）諌 組織 よ b 分 泌 され る物質に

求む ろ もの （VV
’
y］BF．R ，

・31）， 鰐 蓋5｝布の 血管9 化 に求 め る も
1

の （Az ？H ・・．・SE ・t・B・・upfit）u　，　
’35）

或ひは鰓蓋の 自己 分化能 力に 求 め る もの等 が あ ろ。特 に穿孔が鰮 蓋の 自己 分化 に依 つ て 生 ず

る 事 を BRAUB （
’G6）， 戸苅・出 田等 （

，33，
，34）は 正常個體 叉は 前肢切除個 雙の 親察 よ り BLA −

。H 。R ，t 。1　C34＞r
　Lエ・嬲 R ・ も W ・R ・］

TZ
。w ・ （

’35 ）
‘
は 鰓 蓋の 豫定 穿孔部 を 他部 へ 移植 す 6fl

：
驗

に依 つ て 主張 して ゐ る。H 肌 FF 　C39） も同樣 の移植實験よ G’｝ BLncHER 等 と同 じ考 を 僅か な

が ら認 め る に 至 つ た が ， 穿孔 が退化鰍 二依つ て起 る考 ば依 然 と レて彼の根本 主張 で あ る事 に

は變 りな い 。兎 も角 t 此等 の 著者は 穿孔 は豫 定位 置の 自己 分化 に依 る も の と考べ て ゐ る 。果

して 斯か る 能力は 豫定 穿孔部 に 限 られ て ゐ る もの で あ る か 。又 移植實驗に 見 られ る 穿孔或 ひ

は薄皮現象は 如何 に して 起 る の で あ る か ．其の 際 ， 鰓蓋の 構 成要素は 如何 な る行 動を とる か．

爻斯 か る鰓蓋穿孔能 力は 如 何な る發 生 の 時期 に 獲得 され る の で あ ろ か 。此等の 問に答 へ る の

が 本實験の 目的で あ る。

　本研 究に 對 して懇篤 な る御指 導を賜 つ た谷津直秀 先生 ， 特 に 校颶 を忝、く した岡田要先生 並

び に丘英通先生 に深 謝の 意 を表 す る次 第で ある n

　　　　　　　　　　　　　　　II　材 料 及 び 方 法

　貴験材料 と して ヒ キ ガ ヘ ル （Bvfo 蓼吻 曜 紛 の 蝌蚪を 用 ひた。手 術の 方法 を蓮 べ る前 に發生

期 に 就い て 一言 して 置か う。然 し之 に就い て は離著 に蓮 べ た の で 鼓に は 本論文 に 必要 な もの

の み を擧 げ る。

　 　 第 28 期 　右 測 の 鰓 蓋 が 體壁 と 融 着 。　　　　 第 3G 期 　吸 着器 退 イヒ。後 肢 球 形 。

　　 第 59 期 鰓 蓋部が 白 くな る ．　 　 　 　 　 第 4〔1 期 鰓 蓋 の 豫 定 穿孔 部 が 弓組航

　　 第 4ユ 期 鰓 蓋 部 に 小 孔が 見 られ る．，　 　 第 44 期 左 右 前肢脱 出。

　　 第 47 期 　尾 が 縮 み 初む。　　　　　　　　　　 第 49 期 　毘 が
1
，

「

2 吸 牧 さ る。

　 　 第 53 期　尾 が 完 杢 に 吸牧 さ る。

　 1＞ 本論丈 の 要旨 は 昭莉13 年 10 月第 14 囘 日本動膨學會大 會及 び 昭 和 15年 3 月 口本動物學會例會 に

て 講 演 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
j

18

動鵜學無 謎 、第 54 卷，第 し ri
”
ξ、附 和 1？ 年 （tgく2）
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　手衛 は 初期及 び後期 蝌蚪 に 就 い て 洞 漾の 方法 を探 つ た 。初期の 場合 は第 23 乃至 30 期 の

個軆 よ り鰆蓋 と腹部 に渉 る範圍を 矩形 に切取 b （一端 1三吸着器を 殘 して 目標 とす る ）之 を大

覧 同齢夊 は 少 諾 い 嬾 の 7・ygg　，，二貼附髄 しf・．後期 の 場 etca 第 3・B 乃至 ・1。 期 の 髏

よ 呵 成 喉 定 穿孔部 の 明瞭 とな つ デこ部 分 釧 兜 ・に 腹部 に 渉 る範園を 蜒駅 鰓蓋部 は 白色 腹

腔壁 は黒色 ）に切取 わ之 を第 37 乃至 39
・
期の 墹魯 グ）背部 に移 植 した。

』
何 れ も變態初期 よ h

完了迄の 移植月
』
に就い て 槻察 した。移植片の饂蓋部 の 變化 に 鬢 して 腹 部 皮膚部 の 變化 を對照

とした。丗 ， 期か る手衝偲 鑽に 甲歌腺醐を投輿 して移植片の 變雁を見 た a

　 II1　實　　驗　　磊吉　　果

IJA ．初期蝌蚪に於 け る 實驗

　ヒ キ ガ ヘ ル の 初期婦蚪の 杢 身 は 黒 色を帶びて ゐ る が變態期蝌蚪 の 腹 部 は 背部 に 較 べ て非常

に色 が淡い 。鯣蓋部 を背部 へ 移植 した痔期に は 宿主皮膚 との 色の 匿 別は 綴來な い が 蜷 蚪の 生

長 に つ れて 移棺 片の 面積 も」曾大 し漸次 ， 白色 を帶び て くる爲に 宿主皮膚 との 聞 に 判然 た る涯

飾
s

画
e

EH

　 　 　 　 　 ET 　　EH

懸
d

CT 　 ET 　SM

　 CH 　　　 BA 　 BE

c

ss　　G BE 　 P

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

　　　　　　　　　　　　 第 1 圖　初期蠕 蚪 の 鰓 蓋 を背部へ移植 す。

　　　　 a ．移植 片 の 切 り幽 され る位 置 を 示 す b．背部に 移植 さ れ た 移植 片 e．b の 個體 が 生 長

　　　　 し て 移 植 片 に 穿孔 が 起 る d ・移権 嘗 時 の 移植 片 旺 中 斷副 ・、1唄 ，の 移 植 片 の 變 態

　　　　 期前 に 於 け る歌態 L 同上 移植 片が 變態期 に 於 い て 穿 孔 す る 鴃態

　　　　　　
BA 腹 腔 に 依 る袋 ，　 BE 鰓腔 内 皮 に 依 る 袋 ，　 BM 基底 膜 ，

　OH 宿主 の 結締

　　　　　　組覯 CT 鰓 蓋 片 の 結 締組 織 EH 宿主 の 表皮，　 ET 鰓 蓋片の 表皮，　G 皮暦

　　　　　　腺 P 穿孔 の 生 ず る 風 S 吸 着 器 SS 海綿勵 丁 移植 片

別 が見 られ る （第 1 圖 翫 b
，
c

， 囲版 1＞。移植片が移 植後に於 い て も鰕 蓋 と して の 特徴 を示 す事

は 組織學的 に 覘 られる ・元來清 部 皮膚は變鯛 に至 る 俵 皮暦雌 し，多 くの 嫐 妖 き く

な り且 つ 数 と基底膜 の 聞 臟 綿asが 現 は れ ，
・ 聾 顯 粒の 勦 が 多 量に見 られ る が 酸 部

及 び醗 皮膚で は斯 か 碼 實が殆 ど見 られ な い 。撫 ・難 嚇 には 宿主皮亂 飜 柵 嶇
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別は 餘 の明瞭 で な い が ， 變態期に及ん で 宿 主の 各組織 は上 述の 如 き欒化 を起 す 爲 に 移 植 片

と明瞭 に區 別 され る e 衣 に移植に依 つ て 起 る移植片の 各構成要素 の 行動を み る事 にす る 。鰐

蓋 は 元來， 表 皮 ， 鬆粗 性結締組織 よ 臼な る 中閤暦及 び鯣腔 に面す る内皮 よ りな る 。 先 に述 べ た

移植片の 擴大 は 實は表 皮の みの 生長で 中間暦 及び 内皮 は移植時 に 於 け る大 きさ以上 には 生長

して ゐ ない の で ある 。移植時 に扁挙 で あつ た 内皮は 移植後 ， 聞 もな く袋歌を呈 し共の 全 表面

は 内皮の 内側 に存在 す る 些 少の 基底膜で 蔽は れる
。 腹腔 内壁 に依 っ て も岡機に 袋が 作 られ る

（第 1 圖 d
， e ， 圖版 2）。表 皮 と内皮の 闇に ある 中闘暦が鰮蓋 に於 け る性質を保 持 して ゐ るや 否

や は不明 で あ る が 兎 も角 ，非常に 小 な る部分 に於い て 表皮 ， 中間暦及び袋の 上 部 との 間 に 正 常

時 と同檬な位 置的開係がみ られ る 。穿孔及び 薄皮現 象 は此 の 部 に起 る 以 外 に 他 の 場所に は 見

られ ない 。此 の 事 實か ら袋の 存衣 と袋の 位置が重 要 となる。而 して此 の 袋は 必ず しも豫定穿

孔部の 内皮 よ り得 られ る もの で な く， 叉袋 の 位置 も必 ず しも豫定穿 ｝L部 に見 られ う とは 限 ら

ない 。何 故な らば移植片 は 未だ 豫定 穿孔部の 明瞭で ない 時期の個髓 よ e｝得 られ九 もの だ か ら

で あ る （第 ユ岡 f）。
45 匹 の 實驗個體 を 双 眼解剖 黶微鏡 に俵 つ て 穿孔 ， 薄皮等の 個體 に 分 け，

更 に 解剖に 依 b ，叉 紐織學 的 に 觀察 した 。其の 結果を 第 1 表 に 示す。

第 1 表 　初期蠏蚪鍵i蓋 を背部 へ 移植 す 〔〕 内 は 固定 の 發 生 期 を （〉 内 は 幗體數 を示 す。

穿 孔 と 忌 は

れ 5 も の

双 眼 解 剖

顯微鏡觀察
組　織　學

的　觀 　察

2・… 1

　 1）　　　　　 2）
穿孔倒體　　 薄皮個體

1〔酬
薄 皮 と 患 は

才し る も の
27．． 一 ・ レ・照 ・

灘 副 　 ・…一

不　　副　　11…………

…・・　 1 1〔51〕

3

計 45・・ ・・12 4

　　3）　 i　 4）
不 變イヒ個擾豊　i　不 明個謖豊
　 　 　 　 E

睡
2’

〕11… 1

・餅 〕16
1

1〔53〕

1

　組織 學的観察の 結果 は双 眼解割顯微鏡観察 とは 可成 り異 つ た もの で あ つ た。之 は 主 に 孔が

非常に 小な る爲 と殆 ど穿孔の もの を穿孔個體に 含めた結果で あ る。

　 1＞ 穿孔個體 悩 販 3
，
4＞： 孔は 非常 に小 さ く且 つ 穿孔の 起 る時 期 は 正 常時 （第 41 期）

よ り遲れ て 大 燈 第 4E 乃至 50 期で あ ろ 。穿 孔迄 に至 る 組識學的過 程 は次 の 如 くで あ る。即

ち穿孔前に は 表 皮 と内皮 に依 つ て 作 られ た袋の 間に 鬆粗性結締組織 が み られ，表 皮 と内皮の

接觸は行 は れて ゐない 。叉内皮 に依 つ て作 られた 袋は 退化を 起 して ゐ な い爲 に解割 に依 つ て

自由に取 り熾 され る （第 1 圜 e ）。穿孔時期 に なる と穿孔部 の 結締組織が 移動か 淌失か に 依

つ て 見 られな くな 軌 晦皮は 表皮 に接近 し， 表 皮及び内皮 σ）内倒に あ る 基 底膜が粗解 を起す。

穿 孔部で は宿主 か ら來て ゐ る血管 も遏化 を起 し多量の メ ラ ニ ン 顆粒の 集 b が 見 られ る。衣 に

表皮 と内皮の 接着が行は れ ， 此の 部 で は細 胞の 配 列は不規購 とな 1，多層趺態を呈 して ゐ る。袋

を み う と内部 に は 多量の 退化物 が あ る、最後 に穿孔部 に於 い て表皮の 外暦 が殘 り穿孔に至 る e
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穿孔部 の 各組織 や 袋の 内に あろ邊化物中に ほ酸性 フ ク

丁
シ ン で良 く染 る 赤色の 等質顆 粒が見 ら

れ る が ， 之 は 白上 ・吉松 （
’39）に債 れば細胞核の 邊化物で あ る

。 袋は穿孔時 叉 は共の 後 に退化

著 しく其の 爲実第に 内容積を減 じ， 途に は 殆 ど淆失 す る
。 それ故變態 完了の 時 期に は 穿孔 簿皮

の 欺態 が 見分 け難い 場合が 出來て くる
。 の の 不 明1驪 豊は 是で ある

。 以 上の 穿孔迄 に 至 る組織

學的變化は前肢切 除の 際に於 け る 穿孔過程 と根本 的に變 る 所が ない。佝 穿孔偶 體 と し て 墨 げ

た第 50 期 （N 。．402）， 第 53 期 （No ．403）の もの は實際は 扁築 な ろ ユ
，
2 暦の 表皮の みを持

っ 殆 ど穿孔歎態の もの で，正常時 に は當然穿孔 して ゐ る 慨體で あ る
。 之に就て は後述す る 。

　 2） 簿皮個餓 （圓版 2＞： 大體 ， 第 4tb乃 至 47 期の もの で 穿孔時期迄 に逹せ ぬ もの が驕す

る
。 故に鰓蓋 内皮に依 る 袋は表 皮 と接觸す る に 至 らぬ もの が多 く，且 つ 内皮 の 退化 も著 しく

な い 。叉 袋が小 さい 爲 に其の 退化 が著 しい に も絢 らず 穿孔 に至 らぬ もの があ る 。

　3．〉 坏 變化個瞳 ： 第 40 期 の もの で 穿孔時 期に至 らぬ もの が屬す る。薄 皮僊體 との 區 別は

實際 には 困難で あ ろ e 鰐 蓋部 皮膚の 饗照 と して 同 じ移植 片に 含 まれ る腹 壁の 部 を見 る と之 も

同 じ く袋を 作 り袋 に は 多量の メ ラ ＝ ン 顆粒 が み 与れ る
・
。然 し此の 袋に依 つ て 穿孔 を 起 した も

の は 一つ も無い 。唯 、 薄皮 と見傲 され る もの が僅か で はあ る が見 られ ろ
。

　以 上 の 實驗結果 に依 e）， 鰐蓋の 自己分化 に依 る穿孔能 力は鰓 蓋の 完成 され た時期 に は 獲得

され て ゐ る 事 が判 つ た。

　　　　　　　　　　　　　 1
，
B 。後期 蝌蚪に 於  け る實驗

　初期の場合 に較 べ 此 の 實驗 に 於 い て は 移植片は 手 術時に於 V・て 白色を 呈 し豫 定穿孔部 は初
め よ声 可域 O明瞭で あ る。此 の 場合，移 植片 が大 きい 爲 に

， 移植後闇 もな く内 皮 に依つ て 作 ら

れた袋 も大で あ る e 移植片 は豫 定穿孔部 か ら取 られた もの で あ ろ か ら穿孔 は ：大體 ， 豫定穿孔

部 の 位 贋 に 出來 る とみ て 良 い。斯か る斌態に も拘 らず ， 初期の 場合 と辱 し く孔 は 非常に 小か

叉 は 穿孔 に近 い もの で あ る。之 は 内皮 に依 つ て 生ず る袋 の 表 皮に 封 す ろ 位置 的 關係 に 依 る も

の で ， 内皮の 一
部が特 に表皮 と接觸す る小部分 に於 い て の み穿 孔が 起 の而 も ， 正 常時 と異 O ，

孔 を擴 張す う機械的作用 が缺如す る爲で あ る。 それ故 ， 前回 同様 ， 双 眼解剖顯微鏡觀 察 と組織
學 的観 察の 聞 に差が み られ た。穿孔は 第 49 乃至 53 期 に 起 る。 手術 1剛鑵 39， 其の 内 ， 組織
學 的 に 見た 17 個の 結果は 第 2 表 の 如 くで あ る。

　1＞ 穿孔個軆 （鬪版 5），2）薄皮

囎 窮 ・鶲 轍 の 歌態・初 ・　 解叢欝珊讐鍵 躑腎騨
期 の 場合 と殆 ど變る所が無い 。 穿

孔個體 と稱す る

’
もの ム 内 に は 前遞

の 如 く外皮 の 1，2 贋 の もの が含 ま

れ る．例 へ ば 第 53 期 （No ．6D2
，

主 穿孔醗 1・）轍 酬 ・）穫 ・匕圃 ・）煽廳

　　　　　　　　　　　　　　　　　・讎 ，〕・臨 嬲，〕1… 8，・39… 〕 ・騰
47
〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

No ．603
，　NQ ，610＞は外表 皮糸毋胞の 1，2 層の もの或 ひは 多層・駄態の もの で 袋は 完全 に 退化 し

て ゐ ろ。尚 ， 此 等 は穿 孔過程等 が變態完了時 で 不 明 な點 もあ り ？ を附 して 置 い た 。 第 50 期

（No ．622 ）の 袋 は退化 して殘滓の み が 見られ た e

　3） 不 變化個體 ： 手 術 時の 移植片は薄皮の 状態で あ る が此等は手耨後 ， 餘 わ日時 を 經 ず し
て 矯定 され た もの 故 ， 大 した變化を 起 して ゐ なか つ た。

　4） 不明個軆 ： 薄皮糲 盤巾に入れる べ きや 否 や を迷つ た もの で あ ろ。
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’

　　　　　　　　　　　　　 IL 互
・
の 手衛懾騰 に 甲歌腺投與

初期 の手稽 9 個騰 後期の 手 鬻 7i膿 に 甲献線醜 投 與 を行 つた 。 前者 に 於て は 特に 早期

に 變態を完了せ し め る事 が 出來る （後期の 鯔獵は 甲1伏腺劑を鰹 喰 は な い ）。斯 か ろ移穂片 の

穿孔部 脚 織 學 的 に 見る と皴 細月包の 配列は 著 し く不 規則 と ts　d・），内 皮に 依 る 袋は完全 に退化

を 起 して

」

見 られぬ 場合が 多 嶌各組織 も著 しい 退化 を受けメ ラ 昌 ン 顆粒 のSt“e，｝が殊に著 し く多

い．斯 くの ：嬬 穿孔酪 騰 は 甲撒 ホ ル モ ン の 影響 綬 けて 穿孑躔 呈が翫 綻 進 諏 て

ゐ る の で あ る が ， 孔の 大 き さは 甲駄腺欄 凄與 へ ない 場合 と較べ て 殆 ど差 が無 か つ た （圏版 6 ）。

　　　　　　　　　　　　　　　 IV 　論　．．　　　 鬟義

　鰾蓋の 自己 分化能力に關する研究 　　縄 蓋皮膚 が 良己分 イlt｛：依 つ て穿孔す る や 否 や を み る 爲

縦 來謙 ら潤 ・懃 方灘 髓 部 雑 の 部に 緜 又 は驪 間で鱗 苣す る事 で あ

’
O ナ・

・ 移

植片の 禦 陣 が擁 され た場 所1こ依 つ て 相違 す る 事 實 は み られな い （背部 ，鰾 肋 場合 H 防

。パ 26
， 艶 背畆 尾部 の場合 B ・ Aσ 1・R ・鳳 劉 ．H ・L・F は 1926 年 R ・，・副   i簾 に

於 け る移植實驗 に 於い て鰮 蓋皮膚の 自己 分化能 力を 完全 に 否定 し た が，1939 年 ft　Ct，na 　
ietib−

ge。繍 。 に於 い て同餔 肺 で は 禦 し1磯 は無 く少数が 組織鮒 を受 け泊 家移植で は （鯨

移 植實 驗を爲 せ る 者は
・HELFF の み ）9 偶髓 1拝 4 例 が 穿孔 と薄皮 を起 し允事 を み て ゐ る。同

じ種類で B い ci｛F．R 　et　al は穿孔 ，螳皮 を合せ て 213％
’
（總 數 の 内 4t）　％ は 疑 問の もの ），

劭 脇

7溜 伽 謡 t で は SB ％ を得て ゐ る 。　 LI6s＞
’
ER 　et　W6RQ ドz ‘〕WA ｛ま同樣の 實 驗 よ を｝穿孔 、薄 皮合せ

て R ．e
・idibu，mia で 94％ ， R．　f餅 卿 ワ

・伽 舌α で 69 ％
，
P β祕 r‘ttbS　l’”sc，・zcs で 64％ ，　Bovni」i，iF．t／t，　bo？nbintt

で ユ7％ の 結 果 を禺 して ゐ る。筆者 の ヒ キ ガ ヘ ル に 於 ける結 果 は R ．ゲ紹 b醐 こぎ畠 と同 じ程 に 高

牽を得て ゐ る
． 斯 く

．
て R ．　 ・9aer・i．inns の 不 變化 よ 媛 キ ガ ヘ ル に方轡 ろ 高 率 の 穿孔 薄皮に 至

る例 に依 つ て
‘
種

’
に依 匂非常な相違 が ある事 が想轍 され る 。

　次 に移植の 時 期が 穿孔 に 及 ぼ す 影響 を み う に LIOsl−ER 　et　WOROXZOWA は 第 ma 期 く筆者

の 第 39〜4／ 卿 に 於 け ろ もの は 第 1 期
「
傑 者の 第 35 鼎 に鮒 う もml ：較 べ て 穿孔 薄

皮率は 火で あ る が筆 者σ）實驗に於 い て は初期 と後期 との差 は大 して み られ なか つ た。

　BR ．Nus は Be・rnbinator 　lこ於 い て 戸苅・II4Pl等は ヒ キ 方ヘ ル
， ト ノ サ マ ガ ヘ ル （撫 訓 nigra 一

翩 酬 緬 の に 於 い て 夫 々
， 正 常個體並 び に 前絞切除責驗 に 於い て ， 饂 蓋は 穿孔部 の 細 胞の 移 動

に 依 C〕薄 くな t，自然 に 孔 が形 域 され る事 よ り ， 饂蓋皮膚の 自己分化 能力 を 認 め た。筆者 は 從

來 と同 じ移 植實驗 に依 17同犧 な る 結論に達 した。そ して 此 の 自己分化 が 如 何 な る形で 行は れ

る か を明 ら か に した 。然 る に 之 に 關 して は従來の 何 れの 實驗に も單 に 穿孔 ， 薄皮 と云 ふ 以 外

に 何等 の 記載が み られな い の は寧 ろ意外 とす る 断で あ う。

　穿孔 と薄皮に i讒い て 　　BLAeHER　C し a1 は R ．　texz2）ortr−rfix に於 い て 穿孔 は 31 手 雄1閲軆 巾 1

例 ，
R ．，rirlibuibcia　i二

’
於い て 17 手繕 鯡蟄中 5 例 と蓮 べ て ゐ る。孔 の 大 き さは 正鴬の もの に較

べ て變 らぬ もの もあ つ て 特 に小 さい とISktべ て ゐ な い ．　 HELF ・ は同じく ・R ・鯑 P 醐 煽 二於

い て 9 手術 個
・
蜑中 2 例に穿孔を み た が 1 例は 非常に小 な る孔 で あつ た。 BLACHER 　e揺 1 は

R ，r 三〔勧 隅 面 に 於い て 17 ｛列中， 穿孔 開始の もの 6 例を薄皮個軆の 内に 入れ て ゐ る が筆者は

是等 を 穿孔 惆独 泡 含 させ て 良い ， 否 寧ろ是等 を薄皮痾體中に 入れ るべ き理 由が な い と考 へ

て ゐ る 。何 故な らば是等は 正常の 穿孔過程 を 完全 に 絡 り單に表 皮の 1 或ひは 2 層の み を殘
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して ゐ る に邇ぎ な い か らで ある 。此 の 殘存 はデ表皮細胞 自身の 羝抗 性の 大 な る事 と， 正常時 と

異 な り表 皮を破 る べ き足或 ひは 水流肇 に依 る 驫械的作禍 の 缺如 とに依 る も   で あ ろ と思 ふ ，

VAN 　DER 　J焔 丁 （
’29＞は背部 辱こ植 え られた鯣蓋契膚の 下 に 邂化鑼 を接觸せ し め た際に 正 常の

穿孔過程 が 起る が ， 背部 に移 杣：さ れ た鰕 蓋皮膚の 上に退化講 を接觸せ しめ た 際に は 鰓蓋 片 に

殆 ど變化が見られ ぬ 事 よ り ， 表 皮が 特 に 組織融解 物質 ！hi珈 ly廊 Subst 跚 ce ）≒こ饗 して 抵 抗

性の 彊い 事 を述 べ て ゐ る
。 叉 基本 的な前肢除去の 實驗に 於 い て 薄皮 の 數は 可域   多 〈

’
， 穿孔倒

獵で も孔の 大 きさ は 非常に 小 さ くな b
， 殊 に此 等の 事實は 足及び 鰐除去 の 鶴 鮎 こ於 い て 著 し

く現 はれ る （未 發表 ）。以上 の 如 き趣 由よ わ第 1 颪 第 2 表 を 通 じて 賓際に 穿孔せ る もめ エ

數 は 可成 り少い が
， 第者は殆 ど穿孔歌態に あ る もの を も穿孔個蠻 に含 め たの で あ る 。筆者の

得た 孔は 非常 に小 さ V｛もの で あ つ たが，從來あ實驗結 果 を み て も，孔 が 可成 鰍 こ小で あ る事 は

睿易に想像 され る の で あ る。以上の 考 察よ り ， 如 何 なる もの を穿孔 とな す か 叉 ば薄皮 となす

か を明 らか にす る の で な けれ ば從來の 如 く率 を とつ て も餘 り意味 が ない 。

　穿孔時期 の 遲乳 　 本實驗に 於 い て は穿孔 ｛ま第 49 乃至 53 期に 起 を｝正常
L
時 （第 41 期）に

於 ける よ りも遲 れて ゐる。BT．・、OHER 　et　al も穿孔 は 尾が 張 く吸收 された時期 に 起 ろ 喜 を指摘

L
’
、 乏の 原因 を移植片が 背部 に 於 い て 不 自然 に 變態 す る 結 果 と見緻 し て ゐ ろ 。 Llos］

−
ER 　et

WOR 個 zow ム は穿孔が 第 Vb 乃至 Vd 期 （筆者の 第 49〜52 期〉に 起 る と云 つ て ゐ る 、穿孔

蒔期 の 遞れ は 前肢切除め 際に は第 45 ノ獲 窪6 蜘 こ誘 肢及び鰮 原基 切去の 際 1二 は第 47 乃至

50 期に 穿孔 が 起 る事 よ り推 して 孔の 小 な ろ場合の原 因 と同 じ もの と思 はれ る 。

　穿孔域 と本賀繽 と の闘係 　前著に 於い て 筆者は豫 完穿孔部 を中’じ・に 側 方及び前方 に 向つ て 次

第に 穿孔能 力 を減 少す る範 蹕 に對 して 穿孔域 なる 名稱を 輿 ヘ ノ端 ．E記 の 初 期蝦蚪の 實驗に 於

い て 穿孔 は 必ず しも豫定 穿孔部 に生 ず る もの で な い 事 を述 べ た が
， 此 の 事 は 穿孔域 の 考 よ り

容 易に 了解 出來る と思ふ 。

　甲嬲 泉投翼個 膿 に 於 け る 算孔 に 就 い て　　正 常側讐 に 甲歌腺難 を投 與す る と穿孔位 置を 中心 に

醋蓋 に大 きな孔 が開 く （戸苅 ・山田 ，

’33）。 之は 鱈蓋 片 が 甲欺腺ホ ル モ ン に特殊 に反應 す る結

果 ，穿孔 を趨 した もの と豫嚀され る。然 る に本實驗に於 い て は 移植 片の 穿孔 ｛ま甲lll線 勸 を投

與せ ぬ場合 と殆 ど變 らな い 。一方 ， 正 常個壁 に 甲脚 擦劑 を投輿 した場合 の 穿孔 緻 を 見 る と引

裂か れ た樣に 鋸欺を 呈 して ゐ る
。 3く前荻切除偲 ：撻に 甲脚 踉劑の 投 與 を行 ふ と穿孔 は み られな

い （未發表 ）
。 此等 は表皮 が 甲歌腺 ホ ル モ ン に依 つ て 彈力性を失 つ て 硬化 した爲 と患は れ る の

で あつ て ， 穿孔 を起 す爲 に は 前紋の 如 き機械的作用を爲 す も の が 必 要で あ る 。本賁驗 の 結果

は表 皮の 硬化 と穿孔 を起 す 爲の 壓 力が 缺如 す る爲 と唐、ばれ る ti

　 WOI ・
QN 昆〔｝WA 　 and 　 L・iossuR は 1938 年 ，甲献 腺投 與に 依 り變態を行 ひ つ ・ あ ろ 蝌蚪 の 背邦

に移植 され た鰮 蓋片が型 的な變態を 爲す喜 を見た。然 し， 鰐蓋片の 穿孔 は 橇 々 行は れ な い し，

假令行は れて も孔 の 大きさは薯通 よ り も小な る 事 を み て を る 。陶此 の 移植片 の 變｛ヒは 宿主の

鰐蓋に 於 け る變化 とi司時 に起 る と云 つ て ゐ る 。

　魍蓋 の 自己 分化能力 と竃 主 と の 關係 　 移植片の 穿孔 に際 して 見 られ る各組織 め變化 が宿主の

變態期に於 い て 始めて 見 られ る 事 は
， 穿孔現 象が 宿主 と密接な る 開漂に あ る事 を示 す。

’Llos−

xy：R 　et 　“
r
。 RO ）

’zoWA 〈
｝35＞は第 1 期の 鰓蓋片を第 II瓶 期の 背部 に移植 す う と （第 1 期 → 第

IH2 期 〉此 の 鰓蓋片は 第 1 期 → 第 1 期の もの よ り可成 り早 く穿孔す る 事 をみ て ゐ る 。斯 く
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の 如 く移植片の 自己分化は 宿主 との 關係 （申歌腺 ホ ル ve ン が 特に 問題 とな る の で あ るが ）に

於 い て 始めて逹 成 される の で あ る。

V 　綜 括

　 ヒ キ ガ ヘ ル （Bvfo り
・祕9α蝿s）の 蜻蚪鰹蓋の 自己分化 に依 る穿孔處作をみ る 爲に ， 鰐蓋 の 豫定

穿孔部の 明瞭 とな つ た後期及び鰐蓋の 完成 された 初期の 鰓 蓋部 を大體同齢 の 他の 個體の 背部

に移植 した。　　 　　 　 　 ，

　1． その 何れの 時期の もの に 於い て も 背部 に移植 された 鰓蓋の 内皮は袋猷 とな り ， 之 が變

態時 に餐 い て結 締組織の 移動 （淆失 ？）に依 吟饂蓋 と接觸 し邊化を起す事 に 依 り其の 部 の 表皮

に穿孔が起 る。鱈蓋の 自己 分化 とは 以上の 如 き もの を云 ふ 。然 し， 眞 に穿孔す る もの ム 數は

割合に少な く， 孔は 小 さ く且 つ 穿孔時期は可成 りに遲 れろ （之に就い て は 論議の 項 に述 べ た ）。

穿孔の 位置 は必ず しも豫定穿孔部 に限 らず内皮に 催つ て 作 られ た袋 （内皮 は必 ず しも豫定穿

孔部 よ り得 られた もの でな い ）の 位置 に依 つ て決定 され る 。 之は前著 に 述 べ た 穿孔域 の 考へ

と
一致す る もの で ある

。

　2． 鰓蓋の 自己 分化 能 力は鯑蓋の 完成 された 時期 に獲得 されて ゐ る
。 然 して 鰓 蓋 の 自己 分

化 は變態時に於て 甲歌腺 ホ ル モ ン の影 響に依 り開始され ろ もの で 宿主 と密接な る 嬲係に あ る 。

　3． 以 上 の 手術 個覺に 甲鞭 剃 を投與 して 移植片の 退化 を促進 させ たが 穿孔 は 甲歌腺を投

輿せ ぬ場合 と大差が無か っ た。
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．
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圃　版 読　明

玉一4・tWtWfi；tPt　i・C 於 け る 實驗 　 L 背部 に 移植 され た 鰓蓋 片 優 態期 ＞　 2，背書汐に 於 け る 移 植 片 ・

穿 孔 前 の 内皮 に 依 る 袋 と腹 腟壁 に 依 る 袋 を 示 す （正 中斷 面 ）　 3・穿孔部・ 此 の 下 方 に 細胞層 が み られ

る が ， 之 は 袋 の 下方 に 當 る 内 皮 で あ る

’
4．變態完了時 に 於 け る 穿孔 に 近 い も の ，1 層の 表皮見 ゆ 　 5

後 nceSPt　rc於 け る 實驗 2 と同 以 背部 に 於 け．6 移植 片 　 a 甲欺腺投興 の 嚮 紅 於 ｝t る 穿孔部
・

　　BA 腹腔 に 依 る袋 ，　BE 内 皮 に 依 る 袋 ，　D 退 イヒ物，　IE 内 嵐 P 穿孔 又 は 穿孔 の 起 る 所浬 移植 片
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